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はじめに

文教大学大学院教育学部研究科長

平沢　茂

教師の仕事
-ご挨拶に代えて-

１．本研究科学生による共同研究の試み
　 文教大学大学院教育学研究科では、設置後６年
目を迎えた今年度、学生個々の研究だけではな
く、共通するテーマによる共同研究に取り組むこ
とといたしました。初めての試みでしたし、年度
途中からのスタートでしたから必ずしも十分な成
果を得るには至りませんでしたが、学生は私の予
想を超える力を発揮してくれました。初の試み、
時間の不足などの理由で、課題の多い展示ではあ
りますが、今後の取り組みに役立たせていただく
ためにも、ご覧いただき、貴重なご意見を頂戴い
たしたく存じます。

２．研究の内容と方法
　 さて、今回の研究は、日本の教師の勤務実態を
まとめてみようというものでした。日本の教師の
勤務実態に関しては、下記のような課題のあるこ
とが指摘されています。
　① 先進諸国の中でも、勤務時間が長いこと
　② 労働基準法によって保障されるべきだとされ
　　 る休憩はもとより、勤務条例等で保障される
　　 べきとされる休息時間も満足にとれないこと
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　③ ①②に関連して、教師の本務とされる授　　
　　 業・学習指導とともに、生徒指導、部活
　　 指導、時に金銭管理など、勤務内容は多
　　 岐に及び、教師のミッションとは何かが
　　 不明確であること

 ④  特別な対応の必要な子どもの増加などに　
　   よって、精神的な負担が増えていること
　 今回の研究では、こうしたことが実際のど
のような状況であるのかを探ることを目的と
し、そのために、身近な教師へのヒアリング
調査を実施しました。
　 併せて、日本の教師の給与は勤務に見合っ
たものなのか否か、国のデータなどから探り
ました。同時にＯＥＣＤによる国際調査の
データから、日本の教師の社会的状況を、
探ってみました。結果は、以後のパネルに示
したとおりです。

３．今回の調査から見えてきたもの。
　 日本の教師の勤務時間は言われるとおり長
時間に及ぶものでした。また、休憩・休息は

絵に描いた餅そのものでした。他の職種の公務員よ
り優遇されていると思われていた給与も、ご覧のと
おり評判とは異なるものでした。
　事務仕事など「雑務」と思われる仕事の多さも目
につきます。しかし、雑務について複数の教師は
「雑務のように見えても、実は子どもの教育指導に
関わるものであると考えることができるので、おろ
そかにできない」と答えています。ここからは、日
本の教師のある特性が見えてくるように思います。
　一つは、どんな仕事もおろそかにすまいという誠
実さです。
 もう一つは、授業だけを本務と考えるのではな
く、生徒と全人的に向き合おうとする姿勢です。こ
の辺りは、学習指導を中心的なミッションとする欧
米の教師と違う面ではなかろうか思わせられたこと
です。決して十分とはいえない条件や待遇の中で、
日本の多くの教師が頑張っている、そういう実態を
ごらんいただけたら幸いです。



　教師の仕事は日々の学級経営の仕事だけでなく、

様々な校務分掌や研修、保護者対応などに追われて

いることを大学院の授業の中で学び直しました。そ

こで教師の仕事の実態について、院生全員でこの機

会に大きな視点から調べ直すことにしました。

　研究を進めるにあたって、勤務時間については実

際に働いている先生方にインタビューやアンケート

を行いました。また、日本と世界の教師の仕事に対

する捉え方や勤務時間、給料の違い等についてはイ

ンターネットを中心に資料を収集し、まとめたもの

を展示の形で発表しました。

　そこで本報告書では、1章・教師の一日のスケ

ジュール、2章・アメリカと日本の比較、3章・雑務

についてのインタビューについてまとめました。

はじめに



校種：中学校副担任　年齢：25歳　性別：男性

担当教科：社会科　　教職歴：１年目　

役職：社会科主担、人権教育主担、給食主担

部活：サッカー部

特徴：朝と放課後の部活動に充てる時間が長い。

　　　各研修等の報告書作成時間が多い。

　　　授業のない時間でも雑務に追われている。

教師の一日
①中学校 男性 25歳

第１章



第１章

校種：中学校副担任　年齢：23歳　性別：男性

担当教科：英語　　　教職歴：1年目

役職：生徒会、安全担当、親睦会、会計　

部活：男子バスケットボール部

特徴：担任は朝の会に出席するため、登校指導は副

　　　担任が中心となって行っている。

　　　部活動では、生徒指導とともに保護者対応。

教師の一日
②中学校 男性 23歳



校種：小学校少数加配　年齢：23歳　性別：男性

担当教科：2・3年算数、3年書道　教職歴：1年目

役職：人権教育部主任、情報教育部、生徒指導部

部活：なし

特徴　少数過配のため、公務分掌が多く、学内の雑

　　　務は基本的に行っている。１年目にして人権

　　　教育部の主任を任されている。

教師の一日
③小学校	

  男性 23歳

第１章



校種：小学校　年齢：５５歳　性別：男性

担当教科：なし　教職歴：３３年

役職：教頭

特徴：公務に勤務時間が大幅にさかれている

　　　勤務時間が１０時間はゆうに超している

　　　休日はあってないようなものである

教師の一日
④小学校 男性 55歳
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第１章



校種：小学校担任　年齢：25歳　性別：男性

担当教科：全科　教職歴：2年

役職：体育部主任

特徴：休み時間であっても、子どもたちと遊ぶなど

　　　で、休憩の時間はない。

　　　担任の仕事に加えて校務分掌の時間が多い。

教師の一日
⑤小学校 男性 25歳

第１章



校種：小学校担任　年齢：２５歳　性別：女性

担当教科：全科　教員歴：３２年

役職：音楽主任

特徴：公務分掌が多くが学級意外にも仕事が多い

　　　休み時間も校内安全に気を配る等、する事が

　　　あり休憩できる時間はない　

　　　研究会など出張も多い

教師の一日
⑥小学校 女性 

第１章



校種：高校　年齢：32歳　性別：男性

担当教科：保健体育　教職歴：3年

役職：生徒指導部　部活：女子バレーボール部

特徴：休み時間でも教室等で生徒に対応しなければ

　　　ならない。放課後には校務分掌である生徒指

　　　導部の仕事や部活動がある。

教師の一日
⑦高校 男性 32歳

第１章



　日本の教師の勤務条件は、他国と比べてどのよう

なものであるかを探るべく、教師を巡る現在の勤務

状況について、インターネット等を利用して調べま

した。アメリカと日本の比較や、他の公務員との比

較を行うことで、日本の教師の現状の厳しさに改め

て気づくことができました。

　我が国の教育への予算配分は、アメリカと比べる

とまだまだ足りないといえます。本研究で調べた教

師の一日のスケジュールからも見受けられるよう

に、教師一人一人が負う時間的および仕事の多様性

による負担が大きいという問題もあります。さら

に、給与面も国際水準までには達していないという

状況下であり、教育条件を向上させていくことが今

後求められます。詳しくは次章以下をご覧くださ

い。

日本とアメリカの
比較

第２章



第２章

　この章では、日本の教育環境についてアメリカの

教育との比較を中心に示している。

　資料は、中央教育審議会が打ち出し、初等中等教

育分科会（第55回）にて用いられたものである。

　検討の結果、日本の教員は、アメリカと比較した

場合、「勤務時間が長いこと」「授業以外の業務負

担が多い」、という大きな問題点が二つ明らかに

なった。

　また、日本の場合は学校現場が抱える問題（暴力

行為、不登校児童生徒、児童虐待等）が増加傾向に

あるという独自の課題も抱えている。　　

アメリカと日本の比較
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第３章

実施日：２０１２年９月２９日（土）

校種：埼玉県　小学校教諭　

年齢：２０代女性

教員歴：２年

公務分掌：２年生担任

インタビュー調査①



第３章

実施日：２０１２年９月３０日（日）

校種：埼玉県　小学校教諭　

年齢：５０代女性

教員歴：３７年（中学校経験あり）

公務分掌：音楽専科、吹奏楽部顧問

インタビュー調査②



第４章

調査対象：教員19名（内　掲載15名）

　　　　　小学校から高校までの教員

調査方法：メールによる調査（自由回答）

質問内容：日々の仕事の中で「この仕事がなければ

　　　　　もっと教材研究や児童・生徒のための

　　　　　時間が時間が取れるのに」と思うものは

　　　　　ありますか。　　　

アンケート調査
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　　　　　　１.伊藤　悠太

　　　　　　２.岩下　紗矢香

　　　　　　３.嶋田　千恵

　　　　　　４.廣川　遥

　　　　　　５.深川　貴史

取り組みを終えて

第５章



「アンケート結果をふまえた感想」

伊藤悠太

　今回大学院にて多忙な教師についての調査を行い、そ
の調査について、来場者から多くのアンケート結果をい
ただくことができた。お忙しい中会場まで足をお運び
くださり、多くの指摘をいただけたことは大変ありが
たいことである。また、この取り組みが有意義なもの
となったのではないかとも思う。

　多くの方々が教師の職務の抱える問題や改善点をあげ
てくださっている。教師の多忙さの問題提起として成功
したと言えるだろう。そのなかで、教師への期待の声も
上がっていたことはとても印象的であった。現在の教育
では地域社会との関わりが必要不可欠とされている。そ
の上で地域に住む人たちからこのような意見をいただけ
たということは、教師を目指すものとして励みになると
ともに、その職への責任感をより一層感じさせるもので
ある。忙しい、大変だといって終わりにしてしまうので
はなく、それを乗り越える誇りややりがいを見つけ、こ
うした期待の声に答えていくことが、教師を目指すもの
として大切なことだと考える。

「アメリカと日本との比較を通しての感想」

岩下紗矢香

　「多忙な教師」というテーマのもと、アメリカと日本
を比較し、日本が抱える教育の問題を調べた。

　中央審議会が作成したデータから、他国と比較した場
合、日本の教員が行っている業務の多さ、日本の現場が
抱える問題が増加しているという現状を知ることができ
た。「多忙な教師」と感じられる原因として、 アメリ
カと比較した場合日本では教員以外の専門スタッフの
割合が少ないこと、 教員の人材確保が難しくなってい
ることが考えられる。これらのことから、教員一人当た
りの業務が増えることにより勤務時間の長い「多忙な教
師」が多くなってきているのではないか。

　今回「多忙な教師」の調査に協力していただいた教員
の方々のインタビューからも、一人一人が多くの業務を
こなしており、多忙であるという印象を強く受けた。し
かし、アンケートやインタビューから多忙な状況の中で
も児童生徒と向き合うという姿をみることができた。
そのような教師としての姿を目標とし、将来現場に立ち
たいと強く思う。
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「教師の一日のスケジュールについての感想」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嶋田千恵

　教師の一日のスケジュールを見ると、校種は異なるも
のの、共通して勤務時間の長さと勤務内容の多さが伺え
た。まず、勤務時間では出勤は大方６：３０～７：００
の間であり、退勤は１９：００～２０：００が多い。
勤務時間は軽く１０時間を超しており、それでも仕事が
終わらず休日を仕事にあてているという現状がある。

　教師の勤務内容をみると、授業はもちろんのことなが
ら教材研究、クラブ活動や部活指導、職員会議や研修
会、保護者対応等、多様にわたっている。しかし、どれ
も学校として組織し教育目標を実現することや、安心し
て保護者、地域の方に信頼安心される学級や学校を築い
ていくためには欠かすことのできない大切な仕事であ
る。

　決して楽な仕事ではないが、それでもインタビューし
た教師からの「子どもの成長を日々感じられ、伸ばすこ
とができるとても楽しくやりがいのある仕事である。」
というコメントが印象的であった。

「インタビュー調査を通しての感想」

廣川　遥

　無駄だと思う業務について、20代と50代の２人の教師
対しにインタビュー調査を行った。調査の結果を受け
て、業務のサポートをする人員が必要だと思った。

　１つ目は両者ともに親の対応の大変さについて触れて
いることから、時間的な多忙さのみならず精神的な多忙
さもあると思われたからである。20代教師のインタ
ビューにある「サービス業」という言葉は、展示のアン
ケートにおいても見られた言葉であり、教師の現状を捉
えた言葉だと思われる。親の仕事であるはずのことが教
師の仕事となるで、多忙さと多忙感を生んでいる。

　２つ目は２人の研修や書類に対する考え方が異なる
ことから、若手教師は授業に対する経験が少ないた
め、授業の準備に手一杯で研修や書類にまで手が回ら
ないからだと思ったからである。

　教師の本分である授業をより良くしていくためにも、
時間的にも精神的にもゆとりのある環境にする必要だ
と思った。
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「教師の勤務状況や休憩時間についての感想」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　深川貴史

　教師の仕事が多忙であり、休憩できる時間があまり
ないということは以前から知ってはいたものの、今回の
研究によってその勤務の厳しさについて改めて知ること
ができた。私は、高校教師をされている方と小学校教師
をされている方に、一日のスケジュールや休日に勤務さ
れているかなどについてインタビューを行った。教師は
一日を通して、休む暇なく働いている状況である。子ど
もたちとともに学校生活を送る以上、安全等にも十分
注意が必要であるため、休憩の時間というのはあまり
とることができないのが現状である。

　校種によって異なる面はあるものの、校務分掌や事務
作業等、一人の教師が背負う負担は大きいといえる。一
人一人の教師の負担を、もっと軽くすることができれば

さらに教育活動が充実したものとなると考える。

　藍蓼祭でのパネル展示に訪れてくださった方々の声か
らも、教師の数が不足しているということが課題である
と感じた。
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